
 基本の
ドリル 要点 地震の揺れの伝わり方 学習日 月 日

要　
点

⑴ 

 
速さ＝ 距離時間

⑵ 

 
時間＝ 距離速さ

⑶ 

⑴　Ａ地点での初
しょ

期
き

微
び

動
どう

継
けい

続
ぞく

時
じ

間
かん

は何秒ですか。 A

　　　　 ① 時 分 秒[ ]－ ② 時 分 秒[ ]
　　　　＝ ③[ ]〔秒〕
⑵　初期微動を伝えるＰ波の速さは何km/sですか。 B

　Ａ地点からＢ地点まで，Ｐ波が伝わった距離＝ ⑨ [ ]〔km〕
　Ａ地点からＢ地点まで，Ｐ波が届くまでの時間＝ ⑩ [ ]〔秒〕
　Ｐ波の速さ
　　　 ⑪ [ ]〔km〕÷ ⑫ [ ]〔s〕＝ ⑬ [ ]〔km/s〕

⑶　この地震が発生した時刻は，何時何分何秒ですか。 C
　震源からＡ地点までの距離＝ ① [ ]〔km〕
　震源からＡ地点へＰ波が届くまでの時間
　　　 ② [ ]〔km〕÷ ③ [ ]〔km/s〕＝ ④ [ ]〔s〕
　地震が発生した時刻 
　　　 ⑤ 時 分 秒[ ]－ ⑥ [ ]〔秒〕
　　　　＝ ⑦ 時 分 秒[ ]

　  次の表と右の図は，日本のある地点で発生した
地
じ

震
しん

を，Ａ地点とＢ地点で観測したときの結果
をまとめたものです。あとの問いに答えなさい。
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どう

が
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Ａ 136  km 16時15分05秒 16時15分25秒

Ｂ 340  km 16時15分35秒 16時16分25秒

初期微動継続時間＝
主要動が始まった時刻 － 初期微動が始まった時刻

速さを求めるには，まずＰ波が伝わった距離とＰ波が届くまでの時間を求めます。
①～⑧にあてはまる値

あたい

を書いて，上の表から読みとれることをまとめましょう。

〔 〕① km

〔 〕⑨ 秒

〔 〕② km

〔 〕③ 秒分時 〔 〕④ 秒分時

〔 〕⑥ 秒分時 〔 〕⑦ 秒分時
〔 〕⑤ 秒

〔 〕⑧ 秒
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到達時刻
　の差

到達時刻
　の差

地震発生（時刻は不明） 波が到達 波が到達

…

…

…

？

…

　 大日・１年

大
地
の
変
化



要　
点

⑴ 

⑵ 

⑶ 

⑴ 

⑵ 

⑶ 

⑷ 

⑴　Ｂ地点での初期微動継続時間は何秒ですか。 A

⑵　主要動を伝えるＳ波の速さを求めなさい。 B

⑶　この地震が発生した時刻は，何時何分何秒ですか。 C

⑴　Ａ地点での，初期微動継続時間を求めなさい。
　　
⑵　初期微動を伝えるＰ波の速さを求めなさい。

⑶　主要動を伝えるＳ波の速さを求めなさい。

⑷　この地震が発生した時刻は，何時何分何秒ですか。

　  右の表は，日本のある地点で発生した地
震を，Ａ地点とＢ地点で観測したときの結
果をまとめたものです。次の問いに答えな
さい。
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　  右の図は，日本のある地点で発生した地震の揺
ゆ

れを，
Ａ地点，Ｂ地点で地震計を用いて記録したものです。次
の問いに答えなさい。ただし，震源からの距離は，Ａ地
点が66  km，Ｂ地点が99  kmです。また，初期微動が
始まった時刻は，Ａ地点が10時23分40秒，Ｂ地点が
10時23分45秒でした。
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観測
地点

震源からの
距離

初期微動が
始まった時刻

主要動が
始まった時刻

Ａ 75.6  km 14時13分35秒 14時13分44秒

Ｂ 151.2  km 14時13分47秒 14時14分05秒

初期微動が始まった時刻

揺れの続いた時間〔秒〕
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